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鹿
児
島 

稱
讃
寺 

納
骨
堂
「
讃
光
堂
」
前
駐
車
場 

 
 
 
 
 

父
の
十
三
回
忌
法
要
が
終
わ
り
、
東
京
に
戻
っ
た 

 
 
 
 
 
 

三
月
末
に
咲
い
た
よ
う
で
す
。 



2 １ 



3 ２ 

『
親
鸞
の
人
生
観
』 

金
子
大
榮
著 

一
九
六
六
年
初
版
第
一
刷
発
行 

二
〇
二
一
年
新
装
版
第
一
刷
発
行
「
十
九 

妙
好
人
（
上
）
」 

（
法
蔵
館
） 

『
親
鸞
の
人
生
観
』 

 
 

教
行
信
証
真
仏
弟
子
章 

 

金
子
大
榮 

法
蔵
館 

一
九
六
六
年
初
版 
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『
親
鸞
の
人
生
観
』 

金
子
大
榮
著 

一
九
六
六
年
初
版
第
一
刷
発
行 

二
〇
二
一
年
新
装
版
第
一
刷
発
行
「
十
九 

妙
好
人
（
上
）
」 

（
法
蔵
館
） 

３ 



5 ４ 

『
親
鸞
の
人
生
観
』 

金
子
大
榮
著 

一
九
六
六
年
初
版
第
一
刷
発
行 

二
〇
二
一
年
新
装
版
第
一
刷
発
行
「
十
九 

妙
好
人
（
上
）
」 

（
法
蔵
館
） 



6 ５ 

『
ア
ジ
ャ
セ
王
の
救
い 

王
舎
城
悲
劇
の
深
層
』 

鍋
島
直
樹
氏
著 

 

 

○
特
徴 

・
元
々
は
仏
教
全
般
の
言
葉
で
す
が
、
浄
土
真
宗
で
は
「
阿

弥
陀
仏
の
本
願
（
他
力
の
教
え
）
を
正
し
く
伝
え
て
く
れ
る

人
」
を
指
し
ま
す
。 

・
七
高
僧
や
親
鸞
聖
人
、
歴
代
の
宗
主
（
ご
門
主
）
等
が
こ

れ
に
当
た
り
ま
す
が
、
必
ず
し
も
高
僧
に
限
ら
ず
、
自
分
を 



7 ６ 

『
ア
ジ
ャ
セ
王
の
救
い 

王
舎
城
悲
劇
の
深
層
』 

鍋
島
直
樹
氏
著 

 
仏
法
に
遇
わ
せ
て
く
れ
た
親
族
か
ら
身
近
な
先
輩
や
友
人
、

人
だ
け
で
は
な
く
、
動
植
物
、
自
然
、
そ
し
て
亡
き
先
人
を

「
私
の
善
知
識
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

両
者
の
関
係 

 

１
．
「
教
え
る
側
」
と
「
受
け
取
る
側
」
の
関
係 

・
善
知
識
は
、
人
々
を
正
し
い
仏
法
へ
と
導
く
「
師
」
や

「
指
導
者
」
で
す
。 

・
妙
好
人
は
、
そ
の
善
知
識
の
導
き
（
教
え
）
を
素
直
に
、

そ
し
て
深
く
受
け
止
め
て
信
心
を
獲
得
し
た
「
門
徒
」
や

「
庶
民
」
で
す
。 

・
善
知
識
と
い
う
正
し
い
導
き
手
が
い
な
け
れ
ば
、
妙
好
人

の
よ
う
な
純
粋
な
信
仰
者
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。 

 

２
．
「
教
え
の
正
し
さ
」
を
証
明
す
る
関
係 

・
妙
好
人
は
、
難
し
い
仏
教
の
理
論
や
学
問
（
教
学
）
を
修

め
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

・
し
か
し
、
そ
の
純
朴
で
温
か
い
生
き
様
や
、
感
謝
に
満
ち

た
言
葉
は
、
善
知
識
が
説
く
「
南
無
阿
弥
陀
仏
の
教
え
」
が

真
実
で
あ
る
こ
と
を
、
自
ら
の
人
生
を
も
っ
て
証
明
し
て
い

ま
す
。 

・
そ
の
た
め
、
善
知
識
（
僧
侶
や
学
者
）
の
側
が
、
む
し
ろ

妙
好
人
の
徳
を
敬
い
、
そ
の
純
粋
な
信
仰
か
ら
学
ぶ
と
い
う

「
逆
転
の
現
象
」
も
し
ば
し
ば
起
こ
り
ま
す
。 

 

３
．
「
導
く
立
場
」
が
循
環
す
る
関
係 

・
妙
好
人
は
、
誰
か
を
教
化
し
よ
う
と
い
う
意
図
や
野
心
を

持
ち
ま
せ
ん
。 

・
し
か
し
、
彼
ら
の
喜
び
に
あ
ふ
れ
た
念
仏
の
姿
や
利
他
の

行
い
は
、
結
果
と
し
て
周
囲
の
人
々
の
心
を
強
く
打
ち
、
仏

縁
を
結
ぶ
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。 

・
つ
ま
り
、
「
導
か
れ
た
者
」
で
あ
る
妙
好
人
が
、
い
つ
の

間
に
か
次
の
誰
か
に
と
っ
て
の
「
善
知
識
（
仏
道
へ
導
く
尊

い
存
在
）
」
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
美
し
い
循
環
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
） 
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